


















第２回 学校協働運営協議会 記録 

日時： 令和８年９月３日（木）13:35～授業参観 1４:30〜協議会 

場所： 授業参観（各教室） 協議会（学校図書館） 

 

１．立川会長挨拶 

・熊本地震、千葉県豪雨災害で被災された方にお見舞い申し上げる。防災フェスタにぜひ参加を。 

・授業参観では、昔の授業との違いを見ることができた。 

 

２．校長挨拶 

・先日の防災訓練では、校舎に戻る訓練をしたが、熊本の地震を受けて適切かどうか検討したい。 

・学校が始まって 1週間ほどたったが、子どもたちは元気に登校している。 

・授業をご覧になっての感想をぜひお聞きしたい。 

 

３．校長より 

 〈授業参観アンケート〉 

  ・５月学校公開、７月授業参観ともに結果は良好。 

  ・「どちらともいえない」と回答した方の理由がわからないので、分析したい。 

〈全国学力・学習状況調査〉 

・県の平均よりやや下回るが、全国平均より良かった設問も多い。 

・覚えて解く問題は国・算とも得意。長い文章や図の読み取りは苦手。 

国語：文章構成を読み取る問題は全国平均より弱い。長い文章に拒否反応。市学状でも長い文章は苦手な

傾向。物語文より説明文が苦手。 

算数：二次元表の読み取りが苦手。 

・文章を読み取る力が弱いと算数の問題も解けない。これから力をつけていきたい。 

・児童質問紙の回答はおおむね良好。朝食を食べている：100％、学校が楽しい：94％ など。 

・国語が好きな児童の割合は比較的少なく、算数は多い。 

 

４．授業参観の感想 

〈全般・児童の様子〉 

・休み明けだが、児童が元気よく明るく授業を受けていて、楽しそうな様子だった。 

・全学年の様子を見られてよかった。児童の自然な姿、普段接しているときには見られない姿が見られた。 

・みんな集中して授業を聞いていた。 

・１年生が座って話をよく聞いている。保育園では「先生の話を聞ける子に育てたい」と考えているので、

ちゃんと座って授業を受けていることに感動した。 

・しっかり学び、楽しんで育てられている感じがした。先生・児童の関係がよく、児童は一生懸命やってい

るし、児童は先生が好き。 

・インフルエンザが増えているようだが、みんな元気な様子で病気も流行っていないようだった。 

〈授業〉 

・黒板の字がみんな上手で見やすかった。 

・授業の中で教科が変わることがあった。自由裁量なのかなと感じた。 

 



〈国語・本離れ〉 

・学年が上がるごとに文章が難しくなり、算数の問題が解けなくなる。 

・文章が読めないと算数の問題も解けない。中学では朝の 10分間を読書タイムにしている。今後もできる

だけ時間を確保したい。活字から離れさせないことを意識する必要がある。 

・保育園でも読み聞かせ等の時間を確保している。また、図鑑で調べることを大事にしている。小学校で出

会う iPadは楽しく、興味をひかれると思うが、図鑑で調べる時間は少なくなっていくだろうと思う。 

・文章を読むのが苦手で、どこから読んだらいいかわからない、疲れてしまう、などの理由で本から離れて

しまう子が多いのでは？本が苦手な子に強制することはできないので難しい。 

〈書写〉 

・書写の授業では、低学年が水筆、中学年は毛筆を使っていた。また、６年生は図工で水墨画をやっていて、

学習のつながりが感じられた。 

・水筆はやり直しができ、「はらい」など漢字特有の書き方を勉強できるのがよいと思った。もう少し大きい

とよいと思う。 

・毛筆は（具体的な）言葉で教えている。専門家が教えているのか？←専科の教師が教えている。 

〈タブレット〉 

・１年生から ICTを使っている。機器に「使われない」ように、うまく活用していかなければならない。 

〈心の中の授業〉 

・ハートに色をつけてどんな気持ちかを発表する場面にジーンときた。自分の気持ちをみんなに話せる場面

は普段ないので大切だと思う。 

〈教室環境〉 

・廊下の夏休みの思い出の掲示物で、児童の様子を知ることができた。 

・階段付近が蒸し暑かった。教室によりエアコンの効きにも差があるようだが、勉強しやすい気温になって

いるだろうか？ 

 

５．指導部長より 

・中期学校経営方針に基づく具体的な取り組みについて資料をもとに説明。 

〈児童指導〉 

・学期ごとに児童の意見を聞いて「善部小ルールブック」を改善している。 

・職員会議で児童についての話を職員間で共有している。 

・６月・11月に YPアセスメントを実施し、児童の心の変化やクラスに必要な力を分析している。 

〈地域連携・防災〉 

・生活・総合で地域の方のご協力を頂いている。 

〈情報教育〉 

・iPadは文房具であり、選択肢の一つ。自分に合ったスタイルで学ぶ手助けになるアイテム。教師も最適な

手段を選び、個別最適な学びを目指す。 

・iPadの Yomokkaを活用している。たくさんの情報とふれあい、読解力をアップしたい。 

・情報モラルについては、全学年共通で GIGA開きの時間で考えるようにしている。 

 

６．質疑 

Q.iPadの情報についての検定はあるのか。生成 Aiは使えるのか。 

A.デジタル教科書は紙版と同じく検定済み。ブラウザで検索する際の情報は教育委員会によるフィルタリング

がかかっている。生成 Aiは使おうと思えば使える。何でも本当と思ってしまうのが怖い。 



Q.朝の登校時にボランティアは立っているのか。登校班があった時と比べてどうか。 

A.安ボラや保護者が立っている。特に問題はないが、校外委員がいないので、登校中にけがなどがあれば学校

に連れてくるようになっている。（安ボラ） 

Q.レベル４の災害があった際の児童の下校で注意していることは？中学の場合は自分で帰る場合があり、家が

近い子・遠い子や崖などの危険個所に留意が必要。小学校とも連絡をとりながらやっていきたい。（中学） 

A.家に保護者がいない場合があるので、（中学の場合とは違って）児童だけで帰すことはできない（引き取り

になる）。 

 

７．その他情報交換 

・旧ヤマザキ付近で車が減速してくれない。中ノ原公園から旧ヤマザキの交差点に入ってくる道は指定時間外

通行止めなのに入ってくる車がいる。タウンミーティングに意見を上げる予定。（安ボラ） 

・何年か前、災害時に保育園と学校でトランシーバーを使ってやりとりする申し合わせ（チャンネル合わせ）

をしたが、最近実施していない。9 月１日の総合防災訓練の際には保育園ともつないでほしい。（善部保育

園） 

←地域防災訓練で自治体同士の連絡に毎年 1回無線を使っている。園からの要望を伝える。（会長） 

・総合防災訓練はできる範囲で希望ケ丘小と同日の引き取り訓練を行いたい。ゆくゆくは中学ブロックで一緒

にできるとよい。（中学） 

・児童がランドセルにつけていた地区を示すリボンがなくなってしまったが、復活できないか。児童がどこの

方面に帰るかわからないため。（安ボラ）←以前は校外委員が作っていた。 

・ZENBU Crew の活動を見直していきたい。必要な仕事もあるので、来年度に向けて何ができるか相談しな

くては、と思っている。また、子ども 110番の家をどう把握し、継続の意思を確認するかも課題。（ZENBU 

Crew） 

 

〈校長より〉 

・来年度から夏休み明けが９月１日スタートになる。猛暑対策のため。 

・３月 17日からグリーン EXPOが始まる。学校では遠足として参加するほか、児童全員にチケットを配布

する。 

・４年生の愛川宿泊体験学習を取りやめ、日帰りにする。バス代の負担が大きいこと、４年生の育ちの実情

からして宿泊は厳しいと考えられることに加え、熊や虫に対する保護者の不安もあるため。 

 

８．今後の開催予定 

・第 3回運営協議会（ZSF）第４回運営協議会（全校遠足）は予定通り。 

・第５回運営協議会は２月５日（金）に変更。 


